
3 

1. 研究の方 法

まず，とりあげた間思の範囲を明らかにし，この問題 試料についてふれ数式， 55号』記号などを待えしたり，

を鮮くために，どのような視点から，またどんな手法に 用いる言葉を定義づけておきたいο

ょったものかを述べる。つぎにももいた資料， しらへた

1. 問題の範囲とその解法

試料や資料が山梨県でもとめられたも白なので，対象 な関連において併祈されないと徒労におわり，一面的な

とした地域は山梨県が中心となっている。 骨量に，ある 認識しかえられf.大勢の育者が象をなでるような結論

地域の特段をとらえるには，その士山政ばかりをしらべる になってしまう。

だけではなく，ひろく周囲の状態にも行をむけなくては 「林本の性質は立地I~左 1有されやすく，また環境は休木

ならない。そこ"C，気候，地質などの因子は中部地方， の影響をうけるので，両者相まって研究を進めるのがよ

関東地克の状態から，大局的lこ，山梨県の持従をつかむ い。J5~) と指摘されているが，この報告でもなるべくこの

ことを心開けた。 ふたつの視点lこたつことに努めた。

休地生産力という言葉はいろいろの意味をふくむが， 林木のばあいにはs ある現景の再現住を実験 Fること

ここではある土地に本をうえ，ふつうに保育されたとき は，まずむずかしいことを述べたが，京体立地の研究lと

の生長をいい，林令が40年のときの材積であらわすこと あたって，この原因のひとつである収穫の長期性にうち

にする。したがって3 林木育種あるいは林地肥培という 克たねばならない。このためには 1カ所でもとめられた

ようなあたらしい林業技術はふくまれていなし'"40年と 法則性を，ほかの土地にあてはめてみるように，時間を

いう林令にしたのは，民白林についておこなわれている 面積にかえるンIji);が唱えられている。、ともとこれらの

適地適木詞査において，この年令の収穫を予想 Fること 法則性は，実験による実証院がえられにくい宿命を担う

になっているためである。 ので，適合性の検定がつみ重ねられなくてはならないc

さて，めろ土地のあるl封筒についての当産))をしるば この詩文では2 このような観点からできるだけおおく，

あいに，どのような方法をももいたらよいかを検討して 林水の生育と環境に関するデーターを集めてみた。

みよう c なお従来も林木のそだちの経1呈をしるため， m幹詳f斤

杓理や化学などの自然科学では，現象をよく観察して がおこなわれているが，ここでは 1年ごとの生育経過と

それらにむそむ因果関係から仮説をたて，実験によって して年拾慣をよみとり，立地条件との対応を町章1節に

この仮説をたしかめ，ついで法貝りをみいだすという千周 おいてこころみてみた。

がとられ1いる。林学のような生拘科学でもこの方法が 森林立地の研究に当っては，野外における観察による

もちいられているが，休木に関する実験はまえに述べた 自然現象の刊附が，きわめ亡軍要な位置をしめる。した

ように収穫 ~-c時間のかかることと，収穫量を支配する がって観察の方法は客観的でなくてはならないが，現象

因子がきわめておおいため実際にはむずかしい。強いて を的確に判断 Tるためには，ときに日的のはっきりした

ある凶子について条件をかえ，ほかの丙子は均 になる 部査が必要になるoN章2節においては林木のそだちに

ようにして試験する方法は，ややも 1ると無暴な白然の 注目して，立地条件をくらべてみた。

抽象になりかねない。 いま休地当産))についての法則性が，立地因子ごとに

主fニ，休木をとりまく環境を究める方法についても， 究められ，それらの因子のおもみもわかっているものと

たとえば環境を気候と土擦にわけ，気候を気泡と降水量 しよう。このばあいには，農業気象でももいられている

に，さらに気温立最高，最低，平均気温というように環境 ような関係式によって，生産力の推定ができるわけであ

を分析Tる方法がとられるが，あくまで林木との伺互的 る。しかし，まえがきで述へたように森林立地の研究は
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まだこの段階lこは達していない。したがってこれからの 立地因子に関しての地域的な相異，あるいは相似性を

法則の発見，あるいは資料のつみ重ねによって，生産力 みたり，林木の生育と立地との関係をデ←タ←から判断

の推定がますます精度をたかめるようなとらえ方が必要 するには，客観性をもたなくてはならないが，ことでは

となる。ここではW章3首f-eふれるような柏関解析法を 統計的方法叫をももい有意性はつぎの記号によった。

応用してみた。 キ 5%，特 1%，料*0.1% 

2. 資料およ び 略 号 な ど

とくに資料として集めたりは，気侯と，林木の生育lこ 観測所の数は全部で 95であるが， その内訳はつぎの

関するものである。したがって，付表とすべきものは， とおりである。

との 2項目にかぎるべきかもしれないが，本文の煩雑を 区内観測所 47 東京電力 24

きけるために大きな表は付表とした。また説明をわかり 山梨県土木部 22 東京営林局 2

やすくするために表をなるべく図化してみた。この結果 観測耐のうち，区内観測所をのぞいたものについて，

凶が 162，表は 74，付図が 4，付表が 51となった。 その位置を第1図[こしめず。

立地因子ごとに資料，暗号などを述べるとつぎのとお

りである。

1) 気候の資料

「気象はつねに変化Yる大気現象をいい，長い月日に

わたって，平均的にくり返される正常状態の大気現象を

気伎というJ1Tlとの定義にしたがい， 11草では気候を，

IV章では気象という言葉をももいた。

気候については，まず周囲の状態から，山梨県の特徴

をとらえることにした。

4方位について，山梨県の出所の経緯度を 5万分の 1

の地形図からもとめると，つぎのようになる。

方位 位置 経緯度

東 i野原町 139
0 
8' 

南

西

北

宮 沢 町

lilr丈ガ面

八ガ昔

35"10' 

138
0

11' 

35058' 

138011'から 13908'にいたる東西の距障は 85kmで，

35010'から 350 58'までの南北の長吉 90kmである。

東問およむ可有北の方向1:'，それぞれ2倍の範囲をもとめ

るには，上記の極所の経緯度から， 経度はさらに 28'，

得度は 2，.1'をプラスまたはマイナスすればよいことにな

る。とうしてもとめた範聞は 1辺が約 180kmとなるが，

つぎの経緯度にふくまれる。

北緯 340 46'"" 360 22' 

東経 1370 4<1'"，，1390 36' 

との地域内には1都7県があるが，このうち山梨県に

ついては，区内観測所のほかには東京電力，東京営林局

および山梨県土木部の観測所における資料ももちいた。

第1同気象観測所の位置東京電力などー
Fig.l. Location of the c1imatological observatory 

and observation stations; Tokyo El臼ctric
p。、，verCompany etc 

山梨県以外のところでは，すべて区内観測所の資料を

ももいた。その数は 182であるが，内訳はつぎのとおり

である。

栃木 3 群馬 12 長野田埼玉 24

東京 10 神奈川 38 静岡 40

これらの杭置は第2図lこしめすが，観測所の位置およ

び統計期間を県別に北から市[こ順序をとり表示すると，

付1表のようになる。

気候について検討したのはつぎの 20項目である。

年平均気温，気温の年較差と日絞差，全年の降水量，
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降水比較窄，降水日数， 1~2 月の気温と降水量， 7 rv 8 すると， 31日の月には全年り 1，000分の 85，30日の月

月の気温と降水量， 5~8 月の気温と降ス4 量〉内陸度j~ は1，000分の 82，28日の 2月は 1，日00分の 77の雨量が

まι順位相関度，雨量係数，乾燥指数， 1瑳かさの指数， あることになる。 ζれを更正F年;士、本といい，まえの降水

寒さの指数，乾湿指数， P-E指数。 半とこの更正降水率の比が降水比較率である。

付2，3，4，5，6および付10表にしめす資料のうち ii 内陸度指数80/

気象庁およひ東京営林局の管かつにある観測所の結果は 月平均気温において，最寒月をOとし長暖月を 100と

そのまま写しとり，東京電力と山梨県土木部のものは， して，その間の各月の相対温度を，年絞差の 100分事で

観測戸←ターを借りうけ，集計あるいはミl均したもので もとめる。

ある。 最寒月から長暖月 lこいたる相対気温の和および最暖月

との資料をもとに，上記の項目について計算したが， から最寒月にいたる和をそれぞれ求める。前者を後者で

算出法なと守について略述するとつぎのとおりである。 わったのが内陸度指数である。

1 降水比較率問 iii 服位相関度'3'

名月の降水量を全年の量の千分不であらわしこれを降 月別の干均気温と降スi比較卒について，それ'らの値の

水率とする。いま年聞を通じて均等に雨が降ったものと 高低ある1ρは多少をもとにして， 1........12のj謂位をつける。
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同位づけられた 2悼の数をもらい，つぎのスピアマ γの

1:首位指関!こ対jる公式山によって求めた同が，円員杭1日開

度であるつ

1".=1- 6Sd
3 

S --'--:n(n2-1) 

Iv 雨量係数

雨量因子ともいわれる。分母の年平均気沼は O"C以ド

の月を除いたブJが合政的であるともいわれるが，円木の

各地について雨量係数を計算C，土壌の分布をくらへた

結果では，かえって複雑になり必 Tしも合理的ではない

という刷。ここでは全年の降水量を年平均気温で苦IJった

慌を雨量係数とした。

V 乾燥指数

1 ~ P 
T+I0 

ただし Iは求める乾慢指数， Pは全年降水量(Il1m)，

Tは年平均気温 CC)

vi 暖かきの指数知

W~干(t-5)

ただし W;土求める暖かさの指数，月平禁法i温 (t)が

5"C 以I の月ヵ~ i月あると?る。

vii 寒さの指数削
j 

C~一平(5-t')

ただし C¥土求める寒さの指数，月平均気沼 (t')が

5'C以下の月が J月あるとする。

viii 乾湿指数制

暖かさの指数う'100より大きいかちいさいかにより，

各月の有効降水量の位iFR値を次式でもとめるヘ

\V~l日目のとき p'=九V十140

Wく1仙のとき p'二 2(W+20)

ただしwは暖かさの指数で， P'が各月の白一刻毒水量の

1反限値 (mm)である。

つぎに全年降水量 (p) から 1:岩君日牟水量，すなわち

2:(p-p')をひいて有効降水量 (up)をもとめる。た

だし月降水量 (p)が，まえの p'をこす月が 2月ある

ものとする。

こうして求めた有就降水量 (up)と，そこり綬さの指

数とから，乾湿指数 (K)がもとめられる。

\V~100のとき K=~_2_u~ 
I芳子140)

¥V<l日Oじっとき K=-_，，?P 
¥vート20

*吉良教授の私信による。

ix P-E指数nl

月降スJil:(p)を月蒸発量 (e)でわった比0)値を 1年

間くわえた値が P-E指数である。 ふつう主散互の資料

がないので，実践的につぎの式が求められている

l' ~O.17(. --p~ i e _. -. ¥ t十12.2ノ

ただし pは月降水量 (mm)，t:土月平均気温 CC)

である。

ζの比をもとめ1ヵ年を加算して P-E指数としたc

このほか，山梨県の気候資科として 16カ所の観測所

について， 1916年から 55年までの 40カ年の月})IJ累年記

録をあつめた。これは IV章で述へるように， 年拾隔の

消長と対比 Fる気候資料としたもので， f寸 12~15 表に

しめしてある。

2) 地質，地形などの資料

E 地質と地形

山梨県の山地は大きくわければ請 Ii山地，関東山地，

御坂山塊， 八ガ長， 富士山地区に 5大別される。 ここ

では赤石1[1地のうち，その前f'jにあたる第三紀層の山地

をその主峯の名前をとってI筒形1[¥地とした。ここは巨摩

山地ともよばれるものである31)0 御坂山塊のうち，高士

川のli.岸l亡横たわる山地を天子山地とした。人によって

天守山地ともよんでいる制。また道志)I[の流域にある山

地を道志山地とした。

地質はいちいち時さずにいうのは煩雑なため，つぎの

略号をもちいた。

地質略号根拠

古生層 p palaeozoic 

中生屑 m meSOZOlC 

第三紀層 t tertiary 

洪積層 d dil1uvium 

沖積層 a al1uvium 

i主成岩類 G Granite clan 

噴出岩原 A Andesite clan 

八ガ岳火山地区 Y Yatsugatake vo1canic region 

富士山火山地区 F Fuji volcanic region 

深j正岩類とl噴出岩葺iとの時ヨーは，それらの代表的な岩石

である花向岩と安山れのイニシアルをI!lいたG 火山灰

は Vaの記号をももいてあらわした。

地形解析閃)94)には5万分の lの地形図をもちい， UTi¥'l 

グリッドにより 1辺が lkmのブi限にわけたネ(第3悶)。

良山梨大学，農業試験場，甲府営体署および林業試験

場申協同により地形図から数値のよみとりを実施。
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第3図地形解析の方法

Fig. 3. Analytical method of the topography. 

I卦のように経緯度線の交点において，ひとつおきに半 した。県境により 2分されるマスメも向慌にあつかった

径 250mの円をえがいた。つまり 1辺が1.4 ('!2)km ので，第3図において，釜無JIiという文字が入っている

の方眼をななめにかけたことになる。円内にある等高線 1辺が 2kmの方眼 (4コのマスメ〉は約 70拡が山梨県

の数をかぞえて傾斜度をもとめた。 にあるの乙こ白マスメの数値は採択した。このなかの

つぎに 1辺が 2kmの方眼において，最高点と最低点 最高点は×印の 1，650mで，最低点は黒丸印の 1，040m 

を図のようにマーグしこれらの位置と標高とから，傾斜 である。したがって起伏量はその差の 610mとなる。

の方向を 8:JJf立についてよみとった。また 2つの位の ii 土壕および林木の生育

差を起伏量と1.，平均値を平均高度と Lてそれぞれ計算 1954年から 1958年まで 5カ年におこなった適地道木

した。これら高度については10mで指約して図からよみ 調査の結果をとりまとめた。 調査地は 40カ所で，而僚

とり，あるいは計算した。 は25，600haである。

地形解析白結果は後述のように，地質界によりわけて 調査の方法は民有林土u色調査方法書によっておこなっ

とりあつかったが，この境界線にかかるマスメについて たが，これらの詞査地で設けた断山は232カ所であふ

は 2分された面積の比率が 1:2以下のばあいは除外 採土した試料数は747点である。休木については断面を



8 ].研究 の 方 法

設定したもかくの 1~4 アールの林地で毎本調査をおこ られている。これらの資料はV章 1節で，森林生I主力を

ない，標準木をきり部幹解析した。この本数は 189本で 分析するばあいにももいている。

あるが，ヒノキとカラマツで100本を占める。 県有林は 14事業区にわけられて管理されるが，事業区

この試料は，N章 1節の年拾揺の出む主にもももいた。 ごとの資料をもと 1::して， III種別の蓄積を表にまとめて

また町章3節の相関解析およびV章2節における幼令林 みた。乙れはおもにV京において1M種の分布をみるのに

の生育から生長を予測する資料としても役立てた。 ももいた。

このほか，林木の生育1::関しては，つぎの 3つの資料 山梨県の県有林は 15万 haあり，悶有林とほぼおなじ

をももいたへ それらの資科については付表としてかか ような組織で管理され，事業区ごとに森林調査簿が整備

げ士おいた。 されている。との謂査簿のなかから標準地調査がおこな

森林資源構成表(付，13"，晶表， 50表〕 われた小涯をすへてぬきだした。件数は人工休が 122，

県有林の森林統計 C(J47表) 天然生休が 1，011，台計 1，133である。標準地は慎 20

~IR有株白標準地調査結果(付 42， 51表) m ぐらいの帯状に設けられ， 而積は O.2~0. 5 haであ

山梨県の林地は5つの某本計画[正に大別され，さらに ふ毎木調査がおこなわれている。とれらの資科はW章

30の森林区に細分されている。森林区ごとの統計資料が 3節の相関解析をおこなうときのデーターとした。この

資源構成支としてまとめられている。ことにCとD基木 ほか森林生産力の分肝および，:1産力の推定にもこの資

計画区においてはI<l種別，令紋日IJに而積と蓄積がもとめ 料を役立てた。

ネ資料は県fi休務部造林謀の提供による。


